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デモ機（介護）
こちらの介護施設では、利用者のベッドに転落防止の柵を付けず、ベッドに圧力センサーを取り付けて、
利用者がベッド上で寝ているのか、離床しているのか、座っているのかを可視化しています。
というのも、転落防止の柵は、ご家族を含め利用者が檻に入れられている感覚になるとのことで、
付けることを嫌がる利用者が増えているためです。
圧力センサーの取り付けにより、例えば夜間に利用者がトイレに行こうと起き上がった際、
スタッフの部屋のディスプレイ上に、離床した表示がなされます。スタッフは利用者の状況を
速やかに把握できるようになりました。

モーション
センサー Raspberry Pi Raspberry Pi

スタッフ部屋の
ディスプレイで

確認

Wi-Fi Wi-Fi

可視化

クラウド環境を模擬
（説明パネルや、講師
が口頭で補足）

データ送受信のGW

※eメールにて通知し、
その状況を受講生に説明
します。

設定
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デモ機（介護）
圧力センサの配置

ベ
ッ
ド

枕

Ａ0

1号室（寝姿勢）

ベ
ッ
ド

枕

2号室（座位）

Ａ1

Ａ2
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デモ機（介護）メカ部

1号室
寝姿勢用ベッド
（ナチュラル）

2号室
座位用ベッド

（ダークブラウン）
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デモ機（介護）メカ部
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デモ機（介護）部屋内壁貼付のクライアント側の動作フロー

5秒に一度実行
する

A0センサの値を
読み取る

センサの値と
センサを読んだ
時間を保存する

2つのセンサが10秒以内に動作
していたら、センサの値から、
寝姿勢か離床しているかを判定

MQTTというプロトコルで、
クラウド側へ、寝姿勢か離床かを送信

MQTTというプロトコルで、
クラウド側へ、座位か離床かを送信
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デモ機（介護）部屋内壁貼付のクライアント側のIP設定

このノードのMQTT設定を開き、
模擬クラウド側のRasPiのIPを書き込む

（1つのノードを設定すれば全て同じIPになる）
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デモ機（介護）スタッフ部屋の模擬クラウド側の動作フロー

MQTTのブローカーを起動する

送られてきた1号室の
データを読む

送られてきた2号室の
データを読む

寝姿勢なのか離床な
のか判定する

場合ごとに可視化の
色分けをする

場合ごとに可視化の
色分けをする

座位なのか離床なの
か判定する
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デモ機（介護）スタッフ部屋の模擬クラウド側の可視化部

寝姿勢の場合は
黒背景に白文字
「1号室 寝姿勢」

離床の場合は上記
黄緑背景に黒文字
「1号室 離床」

座位の場合は
水色に白文字
「1号室 座位」

離床の場合は上記
黄緑背景に黒文字
「2号室 離床」
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